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はじめに

　PHP（PHP：Hypertext Preprocessor）は、広く利用されているオープ
ンソースの汎用スクリプト言語の一つです。HTMLに埋め込むことができ
るためWebの開発に適しており、世界中で多くのWebサイト構築に用い
られています。Webアプリケーションの開発に携わるエンジニアのみなら
ず、Webサイトに動的な仕組みを導入したいWebデザイナーまで、幅広
いユーザーによって利用されています。

　PHP技術者認定試験とは、PHPの専門技術取得能力を正当に評価する
指標を提供することにより、「認定者の雇用機会」や「認定者が所属する
会社のビジネスチャンス」の拡大を図ることを目的とする試験です。特定
非営利活動任意団体PHP技術者認定機構により運営・認定されています。
ベンダーによらない技術者認定試験で、PHPプログラミングに必要な基本
知識を非常に広い範囲で問われます。そのため、試験を目標に学習するこ
とで、PHPを扱う上で必要な知識を体系立てて習得することができます。

　本書はPHP技術者認定試験のうち、「PHP5技術者認定初級試験」の試
験対策に即した問題集です。HTMLやWeb制作の基礎知識がある、PHP
初級〜中級の方を対象にしています。執筆にあたっては、PHPの開発に携
わるエンジニアからWebデザイナーまでさまざまな層の方に活用していた
だけるように、基本的な言語の使い方から応用的な知識まで、幅広く解説
に取り入れています。また、問題を作成する際には、PHP技術者として知っ
ておいてほしい知識だけでなく、実際にPHPを利用する際におかしがちな
記述ミスについても取りあげるよう、配慮しました。学習時には、問題を
解くだけでなく、解説をしっかりと読み進めることで、試験範囲以上の知
識を身に付けることができるはずです。

　最後に、本書が試験合格への最短経路として、また、これからPHPを
学習する方の第一歩として、みなさまのお役に立つことを心より願ってお
ります。

2012年8月
著者
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PHP 技術者認定試験について

プログラミングの技術力の判断基準によく用いられるものに、業務年数と携わっ
たプロジェクトの内容があります。しかしこれらは基準があいまいで、客観的な指
標とすることは困難です。

たとえばPHPの場合、Web開発の業務年数やプロジェクト内容だけでは、どの
程度PHPを使いこなせるかを正しく評価することはできません。業務とは別に独学
で技術を習得した人や学生にとっては、これは切実な問題です。

そのような問題を解決するために、PHP技術者認定機構は、2011年、PHP技術の
習得度を正当に評価できる技術者認定試験を開始しました。この試験は、日本市場
においてPHP技術者の育成を図ると同時に、技術者の雇用機会や、技術者を擁する
企業のビジネスチャンスを拡大することをも目的としています。

PHP技術者認定試験は、初級、上級、ウィザードの3つのレベルから構成されており、
受験者の技量に合わせて、初級もしくは上級を選択して受験することができます。

PHP5技術者認定初級試験

初級試験では主にPHPプログラミングの基礎知識が問われます。
変数や式、関数などの構文から、HTTPに関する知識、データベースの扱い方、

配列の定形処理や、正規表現などを用いたテキスト処理、セキュリティなどについ
て、PHPに限らずWeb開発において必須となる知識全般が対象になります（試験
範囲は7ページを参照）。

これからWeb系の言語を初めて学習する人やデザイナーにとっては、PHP技術
者認定初級試験の試験範囲は、何をどこまで学べばよいのかを示してくれるよい指
針になるはずです。

また、PHPは記述が容易なので、初心者は思わぬところでセキュリティホールを
作ってしまうことがあります。試験範囲を漏れなく学習することで、Web開発を
行う上では必須である基本的なセキュリティの知識も身につけることができます。

● 初級試験の対象者
・開発言語にPHPを使っている技術者およびデザイナー
・実際にPHPのプログラムを組むことはないが、上流工程を担当しているため

PHP言語の特性を理解しておきたい人
・これからPHPを学習したい人
・ PHPを学習中の学生など

● 取得のメリット
これから PHP を学習する人にとっては、資格取得を目標に試験範囲全般を学習

することによって、次のようなメリットを得られます。
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・PHP の知識を体系立てて習得できる
・PHP だけでなく HTTP の知識も習得できる
・Web アプリケーションを構築する際の一般的なセキュリティについての知識も

習得できる

キャリアアップを目指している人にとっては、次のような効果が期待できます。

・履歴書に取得資格を記載することで、客観的に技術力を証明できる
・資格を取得することで開発に関するモチベーションを維持できる

資格を取得することは学習のモチベーション維持につながるのは言うまでもない
ことですが、体系立った無駄のない学習の指標となることこそが、資格取得の最大
のメリットといえるでしょう。

● 効果的な学習方法
資格取得のために書籍を使用した学習は欠かすことができませんが、座学だけで

は生きた知識を身につけることは困難です。
PHPの学習には、実際にプログラムを書いて実行してみることに勝る方法はあり

ません。本書の巻末では、PHPの実行環境の構築方法を紹介しています。実際に環
境を整えて、本書で紹介しているコードを入力し、操作することで、理解度が格段
に向上します。

さらに余力のある方は、小さいサイトを一から作ってみることをお勧めします。
実際に試行錯誤しながらプログラムを組むことで、書籍を読むだけでは難解な事項
も、すんなりと理解できることが少なくありません。

その際、オンラインマニュアルの関数リファレンスが貴重な情報源になります。
特に以下はお気に入りに登録しておくと便利です。

・変数・データ型関連：配列
・変数・データ型関連：変数操作
・テキスト処理：文字列
・テキスト処理： PCRE

【PHPオンラインマニュアル】
http://php.net/manual/ja/index.php

言語を覚えたてのころはひたすらソースを書くことが重要に思えますが、偉大な
先人の書いた有用なコード（PEARや自分のよく使うフレームワークなど）を読む
ことも勉強になります。

試験に備えた学習としては、本書の問題を解き、解説の内容を理解することで、
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合格レベルの実力が身につくはずです。また、以下のサイトに模擬問題が公開され
ていますので、力試しに挑戦してみるとよいでしょう。

【PHP技術者認定初級試験模擬問題】
http://jibun.atmarkit.co.jp/scenter/ittrain/122_today_q.html

PHP技術者認定試験の上位資格

PHP技術者認定初級試験はPHP技術者の登竜門です。取得後は、ぜひ、上位の資
格取得を目指して学習を進めてください。

●PHP技術者認定上級試験
上級試験は言語仕様や、実用的なテクニック・知識の有無を問われる試験です。

開発初心者を脱却したい人や、より深くPHPを理解したい人にはよい目標になるで
しょう。上級試験の特徴は、70％以上の得点で「上級試験合格」と判定されるだけ
でなく、それに満たなくても得点に応じてレベルが認定される点です。得点の認定
レベルは、以下のようになっています。

・ 90％以上（Honor Expert認定）
・ 70%以上～90%未満（Expert認定）

PHPの言語仕様から実用的で高度なプログラミングテクニックをもつ上級者
・ 50%以上～70%未満（Senior）

オンラインマニュアルなどを参考にプログラミングができるレベル
・ 30%以上～50%未満（Junior）

オンラインマニュアルなどを参考にプログラミングができるが、部分的に基礎
知識の修得が必要なレベル

・ 30%未満（Sophomore）
基礎知識の修得を必要とするレベル

選択式試験で、得点をスコアとして履歴書に書くことができるので、初級合格直
後から受験をしながら、レベルアップを図ることも可能です。

●PHP技術者認定ウィザード
ウィザードとは魔術師の意味で、PHP技術者認定ウィザードは、まさに魔術師

のように自由にPHPを操ることができる最上位の技術者の証となる認定資格で
す。PHP5技術者認定上級試験に合格してから2年以内の受験者が対象で、セキュリ
ティ・ウィザード、パフォーマンス・ウィザード、フレームワーク・ウィザード、
インターナル・ウィザードの4つのカテゴリがあります。

ウィザード試験の特徴は、論文もしくはコードの審査によって認定される点で、
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審査は、PHP技術者認定取得者、PHP技術者認定機構の顧問および役員、PHP技
術者認定機構認定スクールによって公開で行われます。詳細は、公式Webサイト
を参照してください。

PHP5 技術者認定初級試験の概要と出題範囲

●PHP5技術者認定初級試験（PJ0-100）
・設問数 40問
・試験時間 1時間
・合格ライン 7割正解
・出題形式 選択式（複数または単一選択）

●出題範囲
『初めてのPHP5』（2005年、オライリージャパン発行）を主教材とし、一般的な知
識やPHPオンラインマニュアルなどからも出題されます。

章 内容 出題率

1 オリエンテーションと始めの一歩 6%

2 テキストと数の操作 8%

3 判定と繰り返しについて 8%

4 配列の操作 8%

5 関数 8%

6 Webフォームの作成 8%

7 データベースに情報を保存 8%

8 クッキーとセッションでユーザを記憶 6%

9 日付と時刻の取り扱い 6%

10 ファイルの操作 8%

11 XMLのパースと生成 2%

12 デバッギング 4%

13 クラスとオブジェクト（クラス定数も含む）。第8節が対象 2%

14 日本語処理 6%

付録B 正規表現の基本 4%

付録D PHP5.1とPDO 2%

追加1 セキュリティ（各章からのポイントの集約や一般的な知識など） 2%

追加2 出力バッファ（エラー処理。各章からのポイントも含む） 2%

追加3 定数・予約語 2%

Chap00.indd   7 12/08/29   11:12



8

・ 追加1〜3はオンラインマニュアルなどから出題されます。
・ 主な対象バージョンはPHP5.3です（2012年8月現在）。
・ 試験範囲および出題率は予告なく変更される場合があります。受験前には必ず公

式Webサイトを確認してください。

受験申し込み方法

PHP技術者認定試験は、プロメトリック株式会社および、PHP技術者認定機構の
認定スクールで受験することができます。

●プロメトリック株式会社
プロメトリックの試験会場で随時受験可能です。
URL http://it.prometric-jp.com/testlist/php/index.html
Tel 0120-347-737
※Webで申し込む場合は、プロメトリックIDを取得する必要があります。

●PHP技術者認定機構認定スクール
認定スクール会場では、1回当たり5名以上の参加で試験が開催されます。開催日

程は各認定スクールにお問い合わせください。
URL http://www.phpexam.jp/school/schoollist/

●受験料金：12,600円（税込）
学割対象学校リストに登録された学校法人の在学生は学割価格で受験することが

できます。詳細は公式 Web サイトを参照してください。

PHP 技術者認定試験の問い合わせ先

●PHP技術者認定機構
・公式Webサイト http://www.phpexam.jp/
・公式Twitter @phpexam

●問い合わせ
以下のサイトの問い合わせフォームからお問い合わせください。
http://www.phpexam.jp/contact/
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本書の活用方法

本書はカテゴリ別に分類された、問題と解答で構成されています。

●問題
本書の問題は、PHP5技術者認定初級試験合格に必要な知識を効果的に学習する

ことを目的に作成したものです。解答していくだけで、合格レベルの実力が身に付
きます。

チェックボックス

確実に理解している問題のチェックボックスを塗り潰
しながら問題を進めれば、2回目からは、不確かな問題
だけを、効率的に解くことができます。すべてのチェッ
クボックスが塗り潰されれば、合格は目前です。

「誤っているものを選択」する問題も織り交ぜています。
問題文をよく読んで、主旨に合った解答を選択します。

●解答
解答には、問題の正解や

その理由だけでなく、用語
や重要事項などが詳しく解
説されています。

解答ページ

問題の右下に、解答ページが表示さ
れています。ランダムに問題を解く
ときも、解答ページ探しに手間取る
ことがありません。

解説（選択肢）

正解である選択肢はBや（B）のように太字
で表記し、根拠を説明しています。

解説（用語）

重要な用語は、太字で表記
されています。

解説（サンプル）

コードの例を豊富に掲載
し、実行結果やブラウザ
での表示結果も必要に応
じて併記しています。
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□ 1. PHPの動作として正しいものを選択してください。（1つ選択）

 A. Webクライアントで実行されるプログラミング言語である
 B. Webブラウザに新しいウィンドウをポップアップさせる機能を

もつ
 C. プログラムをコンパイルせずに実行する
 D. 常に同じ静的なページを生成する

a P18

□ 2. PHPの特徴として誤っているものを選択してください。（1つ選択）

 A. PHPはライセンス料を支払えば誰でも使用することができる
 B. PHPはほとんどのLinuxディストリビューションに同梱されてい

る
 C. PHPはオープンソースである
 D. PHPは広範なデーターベースをサポートする

a P19

□ 3. PHPの実行環境について正しいものを選択してください。（1つ選択）

 A. Windows環境でのみ使用することができる
 B. Windows、Mac OS X環境でのみ使用することができる
 C. Linux、Solaris、その他のバージョンのUNIX環境でのみ使用する

ことができる
 D. Windows、Mac OS X、Linux、Solaris、あらゆるバージョンの

UNIX環境すべてで使用することができる
a P19

14
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PH
P

の
概
要
（
問
題
）

 第 1 章□ 4. PHPが動作するWebサーバの説明として正しいものを選択してくださ
い。（1つ選択）

 A. PHPはApacheでのみ動作する
 B. PHPはMicrosoft Internet Information Services（IIS）でのみ動作

する
 C. CGI規格をサポートするWebサーバであれば動作する
 D. どのようなWebサーバでも動作する

a P19

□ 5. PHPの開始と終了を表すタグの組み合わせとして正しいものを選択して
ください。（1つ選択）

 A. <php

  >

 B. <?php

  ?>

 C. <php

  /php>

 D. <?php

  /?>

a P20

15
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□ 6. PHPの記述方法として正しいものを選択してください。（1つ選択）

 A. プログラムを見やすくするため、プログラムとプログラムの間
には必ず1行ずつ空行を入れる

 B. プログラムの文末には終了を表すコロン「:」を記述する
 C. プログラムと同じ行の後ろに行コメントを記述することができ

る
 D. コメントを記述するとプログラムが長くなるため、あまり記述

すべきではない
a P21

□ 7. PHPのコメントに関する説明として誤っているものを選択してくださ
い。（1つ選択）

 A. 複数行コメントは「/*」と「*/」で囲む
 B. 複数行コメントは「<!--」と「-->」で囲む
 C. 行コメントは「#」以降にコメントを記述する
 D. 行コメントは「//」以降にコメントを記述する

a P21

□ 8. print number_format(12345); と同様の処理をするプログラムとして
誤っているものを選択してください。（1つ選択）

 A. PRINT NUMBER_FORMAT(12345);

 B. Print Number_Format(12345);

 C. $data = number_format(12345);

  echo $data;

 D. $data = number_format(12345);

  echo $DATA;

a P22
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PH
P

の
概
要
（
問
題
）

 第 1 章□ 9. PHPで利用できるホワイトスペースの組み合わせとして最も適切なもの
を選択してください。（1つ選択）

 A. スペース
 B. スペースとタブ
 C. タブと改行
 D. スペースとタブと改行

a P22
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第 1章　PHPの概要

解　答

1. C

PHPの特徴に関する問題です。
PHPは、プログラムをコンパイルせずに実行するスクリプト言語です（C）。
また、動的なWebページの生成が可能なため、HTMLに埋め込み、Webアプリ
ケーションの開発に利用することができます（D）。

【PHPでの処理の流れ】

Webブラウザ

①URLによりWebページを要求
　http://www.example.com/hello.php

②PHPスクリプトの実行

③処理結果を埋め込み、
　Webブラウザに
　実行結果を返送

④Webブラウザに
　結果を表示

Webサーバ
（www.example.com）

Apache

PHP

hello.php
クライアント

PHPスクリプト

PHPはWebサーバで実行されることから、サーバサイドスクリプト言語とい
われています（A）。これに対して、JavaScriptのような言語はWebクライアン
トで実行されるため、クライアントサイドと呼ばれ、Webブラウザに新しい
ウィンドウをポップアップさせる機能などをもちます（B）。
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PH
P

の
概
要
（
解
答
）

 第 1 章2. A

PHPの特徴に関する問題です。
PHPを使用する際に、ライセンス料はかかりません（A）。
PHPは、ほとんどのLinuxディストリビューションに同梱されています（B）。
インストールされていなかったり他のOSを利用したりする場合は、PHPをダ
ウンロードして利用することができます。
PHPはオープンソースです。ソースコードが公開されているため、誰でもPHP

の内部を調べることができます（C）。
またPHPは、SQLiteをはじめPostgreSQL、MySQL、Oracle Database、Microsoft 

SQL Serverのほか、多くのデータベースをサポートしています（D）。

3. D

PHPの動作環境に関する問題です。
PHPはクロスプラットフォームに対応しているので、Windows、Mac OS X、
Linux、Solaris、あらゆるバージョンのUNIX環境すべてで使用することができ
ます（D）。

4. C

PHPの動作環境に関する問題です。
Webサーバとして最も人気があるのはApacheですが、Microsoft Internet 

Information Services（IIS）や、その他、CGI規格をサポートするWebサーバで
あれば使用することができます（C）。
CGI規格をサポートするWebサーバを使用することにより、Webサーバで実行
されたプログラムの処理結果に基づいた動的なWebページの生成が可能です。
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5. B

PHPの記述法に関する問題です。
PHPの開始から終了までは、以下のように記述します。

<?PHP ← 開始タグ
    //コマンド
?> ← 終了タグ

したがって、選択肢Bが正解です。
PHPプログラムは、HTMLに埋め込むように記述します。そして、PHPのプロ
グラムが実行されると、PHPで記述された箇所は、開始タグ「<?PHP」から
終了タグ「?>」の間が処理の結果に置き換わります。

  hello.php

<head><title>hello PHP</title>

</head>

<body>

<?php

    echo 'Hello PHP World !'. " /n";
?>

</body>

【Webブラウザでの表示結果】
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PH
P

の
概
要
（
解
答
）

 第 1 章【hello.phpの出力結果】

<head><title>hello PHP</title>

</head>

<body>

Hello PHP World !

</body>

6. C

PHPの記述法に関する問題です。
行コメントは、コメントを指定する記号以降をコメントとして処理できるた
め、PHPプログラムと同じ行の行末に記述することができます（C）。
プログラムの可読性を高めるために、スペース、タブ、改行といったホワイ
トスペースを挿入することが可能です。ホワイトスペースはPHPでは無視さ
れるため、空行を入れても入れなくても実行結果に影響はありませんが、入
れすぎると可読性を低下させます（A）。
PHPプログラムの文末には、終了を表すセミコロン「;」を記述します（B）。
コメントは、プログラムの動作を説明する手法です。後でプログラムを修正
する際に役立つので、できるだけ多くのコメントを記述することが望ましい
といえます（D）。

7. B

コメントに関する問題です。
PHPでは、コメントを記述する際、複数行コメントは「/*」と「*/」で囲みま
す（A）。行コメントは「#」または「//」以降に記述することができます（C、D）。
コメントは、プログラムの説明を記述するほか、一時的にプログラムの一部
を無効にする際にも利用します。
「<!--」と「-->」は、HTMLのコメントを記述する際に利用します（B）。
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8. D

大文字と小文字の区別に関する問題です。
PHPでは、言語のキーワード（printなど）と関数名の大文字と小文字は区別
する必要はありません（A、B）。また、大文字と小文字が混在している場合
でも区別なく処理することができます。これは、どのプラットフォームでも
共通です。
ただし、変数名の大文字と小文字は区別する必要があります（C、D）。詳細は「第
2章　テキストと数の操作」を参照してください。

9. D

ホワイトスペースに関する問題です。
PHPでは、複数の文を続けて記述することも、文と文との間に好きなだけブ
ランク行を入れることも可能です。PHPでは文と文との間のホワイトスペー
スは無視されるため、いくらホワイトスペースがあってもプログラムの実行
には影響しません。
ホワイトスペースとは、スペース、タブ、改行などの空白に見える文字のこ
とです（D）。

プログラム中に適度なホワイトスペースを入れることでプログラム全体の可
読性を高めることができますが、多用しすぎるとかえって見づらくなります。
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■ 変数

■ 文字列のエスケープ

■ テキスト操作

■ 文字列結合演算子

■ 変数名の指定

■ ヒアドキュメント

■ 算術演算

テキストと数の操作

第 章2

Chap02.indd   23 12/08/29   11:15



24

□ 1. 変数名の前に付ける記号として正しいものを選択してください。（1つ
選択）

 A. %

 B. #

 C. $

 D. 特に必要ない
a P28

□ 2. 単一引用符と二重引用符の違いについての説明として正しいものを選択
してください。（1つ選択）

 A. 二重引用符で囲まれた変数名は変数が値に置き換わるが、
Windowsでは、単一引用符で囲まれた変数は値に置き換わるこ
となくそのまま変数名（文字列）として扱われる

 B. 二重引用符で囲まれた変数名は変数が値に置き換わるが、Linux

やUNIXでは、単一引用符で囲まれた変数は値に置き換わること
なくそのまま変数名（文字列）として扱われる

 C. 二重引用符で囲まれた変数名は変数が値に置き換わるが、単一
引用符で囲まれた変数は値に置き換わることなくそのまま変数
名（文字列）として扱われる

 D. 違いはない
a P28

□ 3. 次のコードを実行した結果として正しいものを選択してください。（1
つ選択）

 $price = 5;

 $off = 0.35;

 printf ('Price : $%.1f', $price * (1 - $off));

 A. Price : $3.25

 B. Price : $3.2

 C. Price : $3.3

 D. Price : $3

a P29
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